
蝦
夷
文
化
考
古
館
以
外
の
博
物

館
に
は
無
い
上
質
な
漆
器
等
が

存
在
す
る
と
い
う
。
故
吉
田
菊
太
郎
氏

が
創
設
し
た
志
を
町
の
将
来
の
発
展
に

生
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
い
う
観

点
か
ら
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
昨
年
夏
に
学
術
調
査
の
た
め
来
館
し

た
２
人
の
先
生
方
に
、
詳
し
い
調
査
を

依
頼
す
べ
き
。
元
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
の

家
紋
の
付
い
た
「
ナ
ガ
モ
チ
」
は
、
高

い
評
価
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
伝
来
の
道

な
ど
も
調
査
す
べ
き
で
は
。

(2)
調
査
の
経
費
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
を
。

(3)
ア
イ
ヌ
民
族
の
心
、
精
神
性
を
表
す

「
ポ
ン
ク
ッ
」
と
い
う
女
性
守
り
紐
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
何
の
説
明
も
さ
れ

て
い
な
い
展
示
を
今
後
も
続
け
る
の
か
。

(4)
平
成
５
年
に
展
示
品
の
盗
難
が
あ
っ

た
。
資
料
目
録
と
実
際
に
所
蔵
す
る
展

示
品
と
の
間
に
差
異
は
な
い
の
か
。

(5)
ア
イ
ヌ
新
法
が
５
月
24
日
に
施
行
さ

れ
た
。
ア
イ
ヌ
民
族
に
対
す
る
理
解
へ

の
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
。
考
古
館
の

在
り
方
も
当
然
変
化
す
べ
き
で
あ
り
、

改
修
や
ト
イ
レ
の
早
急
な
改
善
、
建
築

場
所
や
展
示
方
法
、
ふ
る
さ
と
館
と
の

関
係
な
ど
を
再
検
討
す
べ
き
。

(1)
、
(2)
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
祖

が
残
し
た
収
蔵
品
を
陳
列
し
保
存
す
る

た
め
、
白
人
コ
タ
ン
の
ア
イ
ヌ
の
指
導

者
、
故
吉
田
菊
太
郎
氏
が
建
設
し
た
資

料
館
を
昭
和
41
年
に
町
が
寄
附
を
受

け
、
蝦
夷
文
化
考
古
館
と
し
て
管
理
運

営
し
て
い
る
。

　

昨
年
７
月
、
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術

館
館
長
と
新
潟
県
上
越
教
育
大
学
大
学

院
学
校
教
育
研
究
科
准
教
授
の
２
人
が

考
古
館
を
訪
れ
、
郷
土
文
化
研
究
員
お

よ
び
考
古
館
管
理
人
の
立
会
い
の
下
、

２
日
間
に
わ
た
り
調
査
研
究
が
行
わ

れ
、
展
示
さ
れ
て
い
る
漆
器
の
中
に
貴

重
と
思
わ
れ
る
物
が
あ
る
旨
を
お
聞
き

し
て
い
る
。
過
去
に
教
育
委
員
会
が
行

っ
た
調
査
や
発
行
目
録
は
、
ア
イ
ヌ
自

ら
作
成
し
た
民
具
、
ア
イ
ヌ
固
有
の
民

具
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
、
交
易
や

労
働
の
対
価
な
ど
に
よ
り
ア
イ
ヌ
の
手

に
渡
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
漆
器
類
に

つ
い
て
は
第
二
義
的
な
も
の
と
し
て
詳

し
い
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
回
の
２
人
の
先
生
方
に
よ

る
漆
器
類
の
再
調
査
ま
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
貴
重
な
ア
イ
ヌ
民
具
資
料
と

し
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
郷
土
文
化

研
究
員
等
に
よ
り
進
め
て
い
る
所
蔵
品

の
把
握
や
未
整
理
資
料
の
調
査
研
究
と

併
せ
て
進
め
る
と
と
も
に
、
道
内
の
類

似
す
る
施
設
や
来
年
白
老
町
に
オ
ー
プ

ン
予
定
の
「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
」

の
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

(3)
簡
単
な
説
明
文
の
プ
レ
ー
ト
を
並
べ

て
「
ポ
ン
ク
ッ
」
を
展
示
し
て
い
る
状

況
だ
が
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
精
神
性
を
表

す
貴
重
な
展
示
品
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨

も
含
め
、
来
館
者
の
方
に
よ
り
分
か
り

や
す
い
展
示
を
心
が
け
た
い
。

(4)
平
成
５
年
２
月
16
日
、
考
古
館
の
展

示
品
の
う
ち
飾
り
刀
の
「
エ
ム
シ
」
７

点
、
首
飾
り
の
「
タ
マ
サ
イ
」
２
点
な

ど
、
合
計
65
点
の
展
示
品
が
盗
難
に
遭

い
、
そ
の
後
犯
人
は
逮
捕
さ
れ
た
も
の

の
盗
難
さ
れ
た
展
示
品
の
多
く
が
第
三

者
の
手
に
渡
り
、
判
明
し
た
９
点
を
買

い
戻
し
た
。
盗
難
前
に
作
成
し
た
資
料

目
録
と
実
際
に
存
在
す
る
展
示
品
に
こ

の
分
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
。

(5)
平
成
24
年
６
月
、
町
文
化
財
審
議
委

員
会
に
町
指
定
文
化
財
の
保
管
と
活
用

に
つ
い
て
諮
問
し
、
「
両
施
設
に
つ
い

て
は
、
新
設
、
改
修
等
の
早
急
な
対
応

が
必
要
」
と
の
答
申
が
あ
っ
た
。
こ
の

答
申
を
踏
ま
え
「
（
仮
称
）
幕
別
町
郷

土
文
化
資
料
館
整
備
等
基
本
構
想

（
案
）
」
を
作
成
し
た
。
構
想
（
案
）
で

は
、
ふ
る
さ
と
館
と
考
古
館
の
機
能
を

併
せ
た
施
設
を
新
築
し
、
建
設
位
置
は

現
考
古
館
敷
地
と
し
て
い
る
が
、
ふ
る

さ
と
館
を
別
の
場
所
、
考
古
館
を
現
在

の
敷
地
で
新
築
す
る
こ
と
も
併
せ
て
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
郷
土
文
化
研
究
員
や
郷
土
文

化
特
別
相
談
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

両
館
の
収
蔵
資
料
台
帳
と
収
蔵
資
料
の

確
認
作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
を
基

に
、
新
た
な
資
料
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

適
正
規
模
等
を
考
慮
し
た
基
本
構
想
に

向
け
て
、
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
専
門
機
関
か
ら
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

答問
専
門
機
関
の
助
言
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
収
蔵

資
料
の
確
認
作
業
と
調
査
研
究
を
進
め
た
い

蝦
夷
文
化
考
古
館
に
ア
イ
ヌ
の
人
々
も
宝
物
と
し

た
価
値
あ
る
品
を
発
見

■ 一 般 質 問 ■ 

⓭

問

教
育
長

蝦夷文化考古館の展示品

藤原　　孟 議員
（政清会）


